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広報各務原

公園都市＊共生都市＊快適産業都市

中山道鵜沼宿脇本陣がオープン
各務野歴史街道に新たな拠点

かかみがはらっこ●陵南小学校
みんな集合●あけぼの会

クローズアップ●伊藤美香さん
木曽川学入門●かかみがはらの飛鳥

第27回「健康のつどい」を開催
市政功労者表彰

【各務原の歴史散歩　松
まつくら

倉渡
と

船
せん

場
ば

跡
あと

】

松倉村と中屋村とを結んでいた松倉渡船場。
現在では渡し船の姿は見られませんが、木
曽川は変わらぬ流れを今に伝えています。

⇒詳しくは18ページ

市長からの手紙●明日にかける橋①
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ほ
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本
陣

各
務
野
歴
史
街
道
に
新
た
な
拠
点
が
オ
ー
プ
ン
！

宿
場
に
置
か
れ
た「
脇
本
陣
」と
は

　
「
脇
本
陣
」
は
、
江
戸
時
代
か
ら
街
道
の
各
宿
場
町
に

置
か
れ
た
宿
泊
施
設
。
大
名
や
公く

げ家
、
幕
府
の
役
人
な
ど

が
宿
泊
し
た
「
本
陣
」
の
補
助
的
な
建
物
で
、
本
陣
に
宿

泊
し
き
れ
な
い
場
合
な
ど
に
脇
本
陣
を
利
用
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
の
旅
人
が
宿
泊
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

鵜
沼
宿
で
は
、
幕
末
の
安あ

ん
せ
い政
年
間
ま
で
坂
井
家
が
脇
本

陣
の
要
職
を
務
め
ま
し
た
。
こ
の
脇
本
陣
坂
井
家
の
建
物

は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
っ

て
い
た
間
取
り
図
を
も
と
に
建
物
を
復
元
し
ま
し
た
。

風
格
あ
る
建
物
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

　

脇
本
陣
の
建
物
は
、
一
般
に
公
開
さ
れ
見
学
が
可
能
で

す
（
イ
ベ
ン
ト
時
な
ど
を
除
く
）。

　

格
式
あ
る
門
構
え
や
玄
関
、
庭
、
上
段
の
間
な
ど
が
復

元
さ
れ
、
ま
た
、
屋
根
に
設
置
さ
れ
た
防
火
用
の
「
う
だ

つ
」
な
ど
、
往
時
の
脇
本
陣
の
姿
を
し
の
ば
せ
る
建
物
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
脇
本
陣
坂
井
家
に
は
、
俳
人
・
松
尾
芭
蕉
が
３

度
滞
在
し
た
と
さ
れ
、
芭
蕉
が
彫
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
句

碑
も
敷
地
内
に
移
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鵜
沼
宿
に
誕
生
し
た
新
た
な
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
、
脇
本
陣

へ
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　

各
務
お
が
せ
町
の
村
国
座
か
ら
、
鵜
沼
西
町
・
東
町
の
鵜
沼
宿
ま
で
続
く

「
各
務
野
歴
史
街
道
」。
今
月
、
歴
史
街
道
の
東
の
終
点
で
あ
る
鵜
沼
宿
に
、

脇
本
陣
を
復
元
し
た「
中
山
道
鵜
沼
宿
脇
本
陣
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

▲脇本陣坂井家間取図（写真
上）と復元された脇本陣の室
内のようす（写真下）

▲防火用のうだつ（写真
上）と庭（写真下）

▲中山道鵜沼宿脇本陣の外観。建物は間口 19.9 ｍ、奥行 29.1 ｍの
大きさで、構造は木造つし 2階建て。
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中
山
道
鵜
沼
宿
脇
本
陣

所
在
地　

鵜
沼
西
町
１
丁
目
１
３
７
番
地

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）、
祝
日

の
翌
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）、

12
月
28
日
〜
１
月
４
日

交
通　

▽
名
鉄
各
務
原
線
「
鵜
沼
宿
駅
」
下
車 

徒
歩
約

15
分
▽
「
新
鵜
沼
駅
」
下
車 

徒
歩
約
20
分

備
考　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る
案
内
あ
り
（
事
前

に
申
込
が
必
要
で
す
）

詳
細　

歴
史
民
俗
資
料
館
☎
０
５
８
（
３
７
９
）
５
０
５
５

　

脇
本
陣
の
東
、
大
安
寺
川
の
た
も
と
に
、
古
民
家
を
改

修
し
た
建
物
「
宇
留
摩
庵
」
が
４
月
に
誕
生
し
ま
し
た
。

　
「
宇
留
摩
」
は
江
戸
時
代
以
前
の
文
献
な
ど
に
見
ら
れ

る
「
鵜
沼
」
の
古
い
表
記
で
、
建
物
は
昭
和
５
年
に
建
て

ら
れ
た
住
宅
を
整
備
し
た
も
の
で
す
。

　

現
在
は
、
和
食
を
提
供
す
る
店
舗
が
入
居
し
営
業
し
て

い
ま
す
。
風
情
あ
る
建
物
の
中
で
、
お
い
し
い
料
理
を
堪

能
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

所
在
地　

鵜
沼
西
町
１
丁
目
１
１
８
番
地

入
居
店
舗　

花
の
木
☎
０
５
８
（
３
８
５
）
２
９
５
８

営
業
時
間　

午
前
11
時
〜
午
後
２
時
、
午
後
５
時
〜
８
時

30
分　

月
曜
定
休

メ
ニ
ュ
ー　

膳
料
理 

１
０
０
０
円
〜
な
ど

詳
細　

都
市
計
画
課
☎
０
５
８
（
３
８
３
）
１
１
１
１
内

線
２
７
３
８

オ
ー
プ
ン
は
５
月
30
日
（
日
）

　

脇
本
陣
の
オ
ー
プ
ン
当
日
に
開
館
式
を
開
催
し
ま
す
。

和
楽
器
演
奏
も
あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
30
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
（
雨
天
決
行
）

内
容　

和
太
鼓
演
奏
、
琴
演
奏
な
ど

備
考　

午
前
９
時
〜
正
午
は
八
木
山
通
り
交
差
点
〜
町
屋

館
前
ま
で
が
全
面
通
行
止
め
と
な
り
ま
す

詳
細　

都
市
計
画
課
☎
０
５
８
（
３
８
３
）
１
１
１
１
内

線
２
７
３
８

脇
本
陣
か
ら
音
楽
・
ア
ー
ト
を
発
信
！

　

今
後
、
脇
本
陣
を
会
場
に
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
美
術
展
な

ど
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　

第
１
弾
と
し
て
、
オ
カ
リ
ナ
と
三
味
線
と
い
う
一
風
変

わ
っ
た
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト
「
平へ

い
あ
ん
ざ
く
ら

安
桜
」
の
２
人
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

鵜
沼
宿
脇
本
陣
コ
ン
サ
ー
ト

　
「
平
安
桜
〜
日
本
の
音
風
景
」

日
時　

６
月
20
日（
日
）午
前

11
時
〜
正
午

主
な
曲
目　

さ
く
ら
さ
く
ら
、

荒
城
の
月
、
少
年
時
代
な
ど

定
員　

70
人
（
建
物
内
座
布

団
席
・
入
場
整
理
券
が
必
要
）

申
込　

５
月
24
日
〜
入
場
整
理
券
（
１
人
２
枚
ま
で
）
を

観
光
文
化
課
（
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
６
階
）
で
配
布

備
考　

▽
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
中
は
、
脇
本
陣
建
物
内
の
一

般
入
場
・
見
学
は
で
き
ま
せ
ん
▽
臨
時
駐
車
場
あ
り
。
利

用
す
る
方
は
整
理
券
配
布
時
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い

詳
細　

観
光
文
化
課
☎
０
５
８
（
３
８
３
）
１
０
４
２

｜NEW OPEN! ｜

鵜
沼
宿
で
お
い
し
い
お
食
事
を

「
宇う

る

ま

留
摩
庵い

お
り

」
も
こ
の
春
オ
ー
プ
ン▲昭和 46年まで菓子店として営業していた建

物を改修した「宇留摩庵」。すぐ隣には大安寺
川が流れます。

鵜沼西町 鵜沼東町1

鵜沼中山道

鵜沼東町

鵜沼山崎町
ＪＲ高山線
名鉄各務原線

鵜沼駅新鵜沼駅

鵜沼宿駅
大
安
寺
川

国道21号

旧中山道

各務原東
郵便局

鵜沼第一
小学校

鵜沼西町
公民館

5/30
9:00 ～ 12:00
通行止め区間

中山道鵜沼宿
脇本陣

宇留摩庵

二ノ宮神社
中山道鵜沼宿
町屋館

※駐車場には限りがあります。
開館式・コンサートへは公共
交通機関をご利用ください
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健診・検査コーナー
時間　9:10～13:30
内容　 ▽健康診査＝問診、
尿検査、身長・体重・血圧
測定、診察（内科）、幼児
身体測定、6歳臼歯フッ化
物塗布、歯科検診（口臭測
定、咬合圧測定、唾液検査、
当日申込順 100 人） ▽各種検査＝貧血検査、
血液型判定、心電図検査、目の健康検査

相談コーナー～お気軽に相談を～
 医師、歯科医師、薬剤師が相談を受けます。
日程　 ▽ 9:10～13:30 ＝健康相
談、歯科相談、矯正歯科相談 ▽

9:10～14:00＝薬とサプリメント
の相談、薬草・健康茶相談

実演・講習コーナー
時間　9:10～～14:00
内容　脳のパワーアップ実践、体力測定、心肺
蘇生法・ＡＥＤ使用方法、幼児歯科ブラッシン
グ指導、薬草・健康茶試飲

展示コーナー
時間　9:10 ～ 14:00
内容　歯科技工物展示、
“がん予防”パネル展示、
ハーブ展示、薬草展示

健康ポスター優秀作品展示
期間　６月１日～ 13 日　9:00 ～
19:00
場所　産業文化センター 1階ロビー
内容　市内保育所・幼稚園の年長児
の作品展示

健康づくり体操講座
らくらくお手軽健康体操
講師　関谷日登美・健康運動指導士
時間　10:30～11:00、11:30～
12:00
国保健康づくり体操講座～メタボ予防体操～
講師　武藤孝子・各務原健体康心会代表
時間　12:30～14:00

普及啓発コーナー
時間　9:10～～14:00
内容　「健やかな生活リズムと食生活」食生活
改善試食・展示コーナー、国民健康保険制度・
特定健康診査・後期高齢者医
療制度のＰＲコーナー、薬物
乱用防止コーナー、歯科パン
フレット配付～ 8020 運動～、
骨髄バンク啓発（ドナー登録
の受付を行います）

愛の献血
時間　9:30～12:00、13:00～14:00　

自由に参加 !! 健康のつどいで楽しく健康チェック

幼児の石膏手形コーナー（抽選）
　成長の記録にお子さんの手
型を残しませんか
定員　150 人
申込　５月 31日（必着）で往
復はがきに「氏名、生年月日、
年齢、住所、電話番号」を明記して、〒504-0912
那加桜町 2-163 健康管理課「幼児の石膏手形
コーナー」係へ（返信表面に申込者の氏名、住
所を記載のこと）
備考　抽選結果は、はがきでお知らせします

事前申込が必要

　生活習慣を見直し、発がん率を下げることはできますが、リスクをゼロにすることはできません。そこで
必要なのが定期的な検診です。市ではがん健康診査を行っています。ご自身の健康管理のために、ぜひ受診
してください。詳しくは広報かかみがはら5月15日号に折り込み「平成22年度各務原市健康診査のお知
らせ（保存版）」をご覧ください。

検診を受けて、がんを早期発見しましょう！
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▽主催 =各務原市 ▽共催 =市健康づくり推進協議会・第 27回各務原市健康のつどい実行委員会

▽協力 =市医師会、歯科医師会、市薬剤師会、岐阜保健所、市食生活改善協議会、市内保育所・幼稚園など
詳細　健康管理課☎ 058-383-1115

日時　６月13日（日）　9:00～ 14:00
場所　総合福祉会館（那加桜町2）

　今年は「生活習慣みなおして！“さあ がん予防”」
をテーマに、がんに関する講話をはじめ、さまざまな
イベントを開催します。
　この機会に健康チェックをしませんか !

※平成 19年度岐阜地域の公衆衛生による

第 27回健康のつどい

健康のつどいで健康講話と特別相談を開催！

　健康のつどいでは、がんに関する講話や相談
コーナーを設けています。皆さん、ぜひご参加
ください。

【市内の部位別がんによる死亡者数（単位 :人）】
　近年、日本人にとって第１位の死亡原因であるがん。
平成19年には亡くなった人の3人に1人はがんと
いう統計が出ています。生涯のうちに、がんにかかる
可能性は男性の2人に1人、女性の3人に1人と推
定されます。
　市でも死因の第 1位はがんです。2位は心疾患、3
位は脳血管疾患です。また、部位別でみると肺がんが
トップで、胃がん、大腸がんと続きます（右図参照）。

各務原市の死因 1位は、やはり「がん」

健康講話
第Ⅰ部　「がん予防の心がけ」
講師　渡　正・東海中央病院長
時間　10:10～10:40
第Ⅱ部　「生活習慣病とがん予防」
講師　永田正和・永田内科院長
時間　11:10～11:40

特別相談コーナー
事前に申し込みが必要です。
がん相談　（定員17人）
時間　9:10～ 10:00、12:00～ 14:00
こころの相談（定員11人）
時間　9:10～ 11:00
耳鼻科相談（定員18人）
時間　11:00～ 14:00
申込　5月 17日～ 6月 10日に電話で健康
管理課☎058-383-1115
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社
会
福
祉
功
労

▽
民
生
委
員
・
児
童
委
員
＝
長
縄
康
雄

▽
身
体
障
害
者
相
談
員
＝
川
上
眞
吾
、
坪

内
勘
一

▽
母
子
寡
婦
福
祉
会
役
員
＝
中
村
幸
子

教
育
文
化
功
労

▽
ふ
れ
コ
ミ
隊
指
導
者
＝
今
尾
幸

▽
体
育
指
導
委
員
＝
浜
田
悦
男
、
土
居
正

▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
役
員
＝
山
内
幸
雄

保
健
衛
生
功
労

▽
各
務
原
歯
科
医
師
会
＝
白
木
慶
憲

▽
各
務
原
市
薬
剤
師
会
＝
竹
内
秀
俊

▽
母
子
保
健
推
進
員
＝
白
浜
豊
美
、
村
木

眞
弓

公
共
事
務
功
労

▽
個
人
情
報
・
情
報
公
開
審
査
会
委
員
＝

市
橋
克
哉

▽
個
人
情
報
保
護
審
議
会
委
員
＝
神
谷
和

孝
、
近
藤
真

▽
男
女
が
輝
く
都
市
づ
く
り
審
議
会
委

員
＝
神
戸
博
一

▽
水
道
事
業
経
営
審
議
会
委
員
＝
金
武
和

彦
、
森
悦
子

▽
消
防
団
員
＝
伊
藤
正
市
、
坂
井
佳
樹
、

玉
川
勇
、
村
井
宏
行
、
林
茂
樹
、
佐
々
木

宣
和
、
安
達
則
行
、
清
水
隆
司

▽
少
年
セ
ン
タ
ー
補
導
委
員
＝
上
松
征

夫
、
名
倉
富
生
、
棚
橋
優

交
通
安
全
功
労

▽
交
通
安
全
協
会
役
員
＝
小
島
佑
三
、
安

田
眞
敏

▽
交
通
安
全
婦
人
連
絡
協
議
会
会
員
＝
平

野
す
み
子

詳
細　

秘
書
広
報
課
☎
０
５
８（
３
８
３
）

１
１
１
１
内
線
２
１
０
０

　4月 27 日、市政に功労のあった 32 人の皆さんに、表彰状と記念品が手渡され
ました。
　この表彰は、福祉、教育、交通安全などの各分野で功績のあった方が、市の規
程に基づき表彰されるもので、今年で 47 回目になります。表彰された皆さんを
ご紹介します（敬称略・順不同）。

32
人
を
表
彰

市
政
功
労
者
表
彰
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森　真
～（仮）各務原大橋～

明日にかける橋①

　

市
の
事
業
で
、
木
曽
川
中
流
部
に

（
仮
称
）
各
務
原
大
橋
の
建
設
が
槌
音

高
く
す
す
ん
で
い
ま
す
。

　

各
務
原
市
南
部
、
上
中
屋
町
地
内

と
川
島
町
東
部
を
結
ぶ
架
け
橋
で
す
。

川
島
か
ら
対
岸
の
江
南
市
へ
は
、
通

称
「
思
い
や
り
橋
」
と
呼
ば
れ
る
美

し
い
神
明
小
網
橋
が
完
成
し
て
い
て

そ
れ
に
つ
な
ぐ
長
大
橋
で
す
。

　

平
成
16
年
に
川
島
町
と
合
併
以
来

の
重
要
案
件
で
す
。
川
島
は
い
わ
ば

川
中
州
の
孤
島
で
あ
り
、
愛
知
県
側

へ
は
３
本
橋
が
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、

岐
阜
県
へ
は
、通
称
「
も
ぐ
り
橋
」
と

よ
ば
れ
る
河
川
環
境
楽
園
東
方
の
広

大
な
笠
田
広
場
の
真
ん
中
を
南
北
に

横
切
る
大
地
よ
り
高
い
一
本
の
道
路

し
か
あ
り
ま
せ
ん
（
水
路
は
道
路
下
）。

　

川
島
と
稲
羽
地
区
間
の
架
橋
は
し

た
が
っ
て
切
実
な
要
望
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
現
在
事
業
中
の
「
新
愛
岐

大
橋
」（
愛
知
・
岐
阜
県
事
業
）は
当
時
、

市
西
部
と
現
在
位
置
の
２
案
が
あ
り
、

県
の
交
通
量
調
査
で
わ
ず
か
に
現
在

位
置
の
架
橋
が
優
っ
た
経
緯
が
あ
り

ま
す
。
市
西
部
と
愛
知
県
を
つ
な
ぐ

橋
は
本
市
に
と
っ
て
も
、
地
勢
的
に
、

歴
史
的
な
政
策
課
題
で
し
た
。

　

私
た
ち
は
、市
民
の
大
切
な
税
金
で

す
か
ら
、無
駄
を
は
ぶ
き
、
効
果
的
な

ル
ー
ト
を
決
め
、
そ
し
て
上
中
屋
、
小

網
町
地
内
が
幹
線
道
路
で
分
断
さ
れ

な
い
よ
う
に
工
夫
を
し
ま
し
た
。

　

便
利
で
堅
牢
、
環
境
に
十
分
配
慮

し
た
美
し
い
橋
と
道
路
の
建
設
。
そ

の
た
め
に
、
日
本
の
橋
梁
設
計
企

業
20
数
者
に
よ
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
を
採
用
し
ま
し
た
。各
者
腕
に
よ

り
を
か
け
た
も
の
の
中
か
ら
上
位
６

者
に
よ
る
市
民
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
専
門
家
群
に
よ
る

審
査
委
員
会
で
ベ
ス
ト
を
決
定
し
ま

し
た
。

　

公
共
構
造
物
は
本
体
そ
の
も
の
と

周
辺
環
境
デ
ザ
イ
ン
双
方
が
大
切
で

す
。
そ
れ
ら
の
第
一
人
者
を
招し

ょ
う
へ
い聘

の

た
め
、私
は
東
京
大
学
の
赤
門
を
く

ぐ
り
ま
し
た
。

　

市
と
東
海
中
央
病
院
が
連
携
し
、子
育

て
中
の
保
護
者
の
悩
み
相
談
な
ど
を
行
う

「
子
育
て
・
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
開

設
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
や
家
庭
、学
校
で
の
対
応
に
お

悩
み
の
方
へ
、専
門
の
特
別
支
援
教
育
士

に
よ
る
相
談
や
、子
育
て
に
関
す
る
講
演

会
を
定
期
的
に
開
催
し
ま
す
。

相
談
日　

毎
週
木
曜
日　

午
後
１
時
〜

場
所　

東
海
中
央
病
院（
蘇
原
東
島
町
４
）

対
象　

市
内
在
住
の
方

定
員　

１
日
４
人
（
１
人
50
分
）
予
約
制

申
込
と
詳
細　

▽
子
育
て
支
援
課
☎
０
５

８
（
３
８
３
）
１
１
５
４
▽
学
校
教
育
課

☎
０
５
８
（
３
８
３
）
１
１
１
８
▽
健
康

管
理
課
☎
０
５
８
（
３
８
３
）
１
１
１
６

子
育
て
・
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
講
演
会

　

　
「
障
が
い
者
相
談
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、

専
門
の
相
談
員
が
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
制

度
の
利
用
、
子
育
て
や
療
育
に
関
す
る
こ

と
な
ど
、
相
談
内
容
に
応
じ
て
、
医
療
、

保
健
、
福
祉
、
教
育
な
ど
の
関
係
機
関
と

連
携
し
、
総
合
的･

継
続
的
に
障
が
い
の

あ
る
方
と
そ
の
家
族
を
支
援
し
ま
す
。

受
付
時
間　

月
〜
金
曜
日　

午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

対
象　

市
内
在
住
の
障
が
い
者（
児
）お
よ

び
そ
の
家
族
な
ど

場
所
と
詳
細　

福
祉
の
里
・
障
が
い
者
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ど
ん
ぐ
り
」（
須
衛

稲
田
）
☎
０
５
８
（
３
７
０
）
７
５
２
０

人
に
や
さ
し
い
都
市
〜
障
が
い
者（
児
）福
祉
の
推
進

人
に
や
さ
し
い
都
市
〜
障
が
い
者（
児
）福
祉
の
推
進

障
が
い
者
相
談
セ
ン
タ
ー
を
開
設

障
が
い
者
相
談
セ
ン
タ
ー
を
開
設

人
に
や
さ
し
い
都
市
〜
子
ど
も
福
祉
の
推
進

人
に
や
さ
し
い
都
市
〜
子
ど
も
福
祉
の
推
進

子
育
て
・
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
を
開
設

子
育
て
・
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
を
開
設

内
容　

医
療
現
場
か
ら
見
え
て
く
る
「
子

育
て
」
宮
田
和
子
・
東
海
中
央
病
院
心

療
内
科
医
師

詳
細　

東
海
中
央
病
院
「
子
育
て
・
教

育
相
談
セ
ン
タ
ー
」
☎
０
５
８
（
３
８
２
）

３
１
０
１

日
時　

５
月
26
日（
水
）　

午
後
１
時
〜

３
時

場
所　

東
海
中
央
病
院
３
階
大
会
議
室

定
員　

１
０
０
人(

当
日
会
場
受
付
）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(前年比)(前年比)

人身事故     325 件 人身事故     325 件    －13 件   －13 件
死者　　　　　1人     死者　　　　　1人     －－ 1人1人
負傷者　     455 人     ＋ 5 人負傷者　     455 人     ＋ 5 人
物損事故   1622 件     +57 件物損事故   1622 件     +57 件
( 平成 22年 4月 25日現在 )( 平成 22年 4月 25日現在 )

交通事故発生状況

【一般の部】
応募資格　制限なし
費用　１部門500円
募集部門・点数　

▽現代詩=１人２篇
以内、A4 版 400 字
詰原稿用紙を使用 ▽短歌 =１
人２首以内 ▽俳句=1人 2句以
内 ▽ 狂俳 =1 人 1 題 1 句・狂
俳の課題は「上昇」と「あかる
い」 ▽川柳 =1人 2句以内
申込期間　７月 1日～ 30日に
費用を添えて観光文化課へ
【児童生徒の部】
応募資格　市内在住、在学の小
中学生
募集部門・点数　 ▽現代詩 =1
人 2 篇以内 ▽ 短歌 =1 人 2 首
以内 ▽俳句 =1人 2句以内 ▽特
別部門「環境短歌」=1人 1首

▽特別部門「環境俳句」=1人
1句
申込期間　７月 1日～ 12日に
観光文化課へ（小中学校でも作
品を取りまとめます）　　
【共通事項】
備考　 ▽作品は自作未発表のも
のに限ります ▽募集要項・応募
用紙は、観光文化課（産業文化
センター６階）、ライフデザイ
ンセンター、市民サービスセン
ター、福祉センターにあります
詳細　観光文化課☎ 058-383-
1042

日時　6月 15日（火）9:30 ～
15:00
場所　総合体育館（那加太平町2）
種目　女子ダブルス（初級・中
級・上級、ペアは当日会場で抽選）
費用　1 人 800 円（保険料な
どを含む・当日会場で支払い）
申込と詳細　6月 3日までに、
市バドミントン協会・小川☎
058-384-2568

市レディース
バドミントン交流会

　国の行政機関や特殊法人の仕
事などについて、苦情や要望を
行政相談員がお聞きし、その解
決促進を図ります。
日時　第1、2、3火曜日10:00
～ 12:00
場所　市役所 4階市民相談室
詳細　市民活動推進課☎ 058-
383-1111 内線 3631

行政相談を
ご利用ください

　「各務野の川と森とまちをみ
んなの手で守ろう」をテーマに、
木曽川河川敷で清掃活動をしま
す。皆さんの参加をお待ちして
います。
日時　6月12日（土）　9:00～
9:50 ごろ (雨天中止 )
集合場所　河川環境楽園南側木曽
川堤防 (東海北陸道高架下 )
持参品　清掃作業ができる服装、
靴、火ばさみなど (ゴミ袋、軍
手は当日配布 )
申込と詳細　当日会場受付。た
だし団体参加の場合のみ事前に
管理課☎ 058-383-1111 内線
2706

全国豊かな海づくり大会
河川清掃

　子どもから大人まで、だれで
も気軽に楽しめます。
日時　6月 6日（日）8:30 ～
場所　総合体育館（那加太平町2）
対象　市内在住、在勤、在学の方
種目　カローリング、スポーツ
ガラッキーなど
申込と詳細
5 月 26 日まで
に、各校区体育
指導委員または
スポーツ課☎ 0
58-383-1231

健康増進パワーアップ事業
軽スポーツ交流会

　総合体育館・市民プールのト
レーニングルームの利用に必要
な「受講証」を発行します。
日程　①総合体育館=6月12日
（土）　9:00 ～、17日（木）13:00
～、28 日（月）　19:00 ～②市民
プール=6月9日（水）　19:00～、
13日（日）・18日 (金 )10:00～
対象　高校生以上
定員　各 30人（抽選）
費用　250円
備考　申込少数の場合は中止す
ることがあります
申込と詳細　往復はがきに「住所、
氏名（ふりがな）、電話番号、性別、
生年月日（年齢）、希望の会場と
講習日、トレーニング講習会受
講希望」と明記し、6月１日（必
着）までに①は〒 504-8555
那加桜町 1-69、スポーツ課☎
058-383-1231、②は〒 509-0
143 鵜沼小伊木町 4-300、市
民プール☎058-370-6506(は
がき１枚につき１人 )

健康増進パワーアップ事業
トレーニング講習会

スポーツ
ガラッキー

マナー守って美しい街づくり
放置しないで持ち帰ろう「犬のフン」!

　道路などに放置された犬のフンは、気持ち
のいいものではありません。散歩時には、必ず
フンを持ち帰りましょう。

　スコップで土をかけるだけでは、始末とは
いえません。愛情と責任をもった飼いかたで、
近隣に迷惑をかけないよ
うにしましょう。
詳細　岐阜保健所☎ 058-
380-3003

市文芸祭の
作品を募集します
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各務原市役所代表☎ 058-383-1111　　ウェブサイト http://www.city.kakamigahara.lg.jp/
　　　　　　　　　　　　　　　携帯ウェブサイト http://mobile.city.kakamigahara.gifu.jp/

　　

　優れた外観の建物や、これか
らも大事にしていきたい「公園
都市・かかみがはら」のまちな
みなどを「各務原市都市景観賞」
として選定していただきます。
任期　平成24年3月31日まで
定員　若干名 (選考 )
対象　市内在住、在勤、在学の
方で 20歳以上の方
備考　結果は７月上旬までに応
募者に郵送で通知します
申込と詳細　都市計画課または
市ウェブサイトからダウンロー
ドした所定の応募用紙を５月
17日～６月 15日（消印有効）
に景観政策室☎ 058-383-111
1 内線 2739、メール keikan@
city.kakamigahara.gifu.jp

都市景観賞の　　　
選考委員を募集します

　環境の日を記念
して、映画「オー
シャンズ」を上映
します。環境につ
いて考えてみま
しょう。
日時　６月4日（金）18:30 ～
（18:00 開場）
場所　文化ホール（蘇原中央町2）
内容　大海原に住まう生き物た
ちの奇跡の一瞬を、最新の技術
でとらえたドキュメンタリー
定員　500人（全席自由）
申込と詳細　整理券が必要で
す。5月 14日（金） 8:30 ～市
民会館、環境政策課☎ 058-38
3-1405（産業文化センター 5
階）で配布

環境の日記念上映　　
映画「オーシャンズ」

●チビッコ冒険広場　10:00 ～ 15:00
内容　 ▽おにごっこ ▽わくわく木登り ▽段ボール
ハウス ▽宝探し（限定 50 個、10:15 ごろ） ▽芝生
すべり ▽竹笛づくり ▽ボールあそび ▽ストーンペ
インティング（1人1個・限定 200個） ▽水遊び(竹
水てっぽうなど。タオル・サンダル持参） ▽ポニー乗
馬（１回 100円） ▽軽スポーツコーナー (ストラッ
クアウト、フラフープなど ) ▽軽食コーナー (有料)
対象　小学生以下（幼児は保護者同伴）
申込　当日会場の受付で申込用紙を提出
備考　雨天決行(一部中止のイベントもあり )
詳細　子育て支援課☎ 058-383-1555

●かかみ野市民サイクリング　9:30～12:00
内容　学びの森から村国座をめざします。
対象　小学生以上（小学生は保護者同伴。幼児
は保護者が運転する子ども乗せ付き自転車に同
乗の場合は参加可能）
定員　100人 (申込順 )
費用　500円（当日支払、
ただし幼児は 250円）
備考　 ▽自転車は各自用意 ▽中学生以下はヘル
メット持参 ▽受付は 8:30 ～ 9:20 ▽雨天中止
申込と詳細　6月 1日（必着）までに参加申込
用紙を郵送かファクスで〒 504-0855 蘇原新
栄町 3-10-4、かかみ野市民サイクリング事務
局ウィール河合☎ 058-383-6115、または
最寄りの市内組合加入の自転車店へ持参

　6月 5日(土) は、チビッコ冒険広場で元気いっぱい遊ぼうよ !　

親と子のための
電話・面接相談

日時　平日　9:00 ～ 16:00
場所　産業文化センター 7 階
少年センター (那加桜町 2)
相談電話　☎ 058-389-3700
相談内容　不登校、友人関係、
学習面、子どもの育て方、しつけ、
非行問題など（秘密厳守・匿名）

　6月 1日の人権擁護委員の日
にちなみ、さまざまな日常問題に
ついて相談に応じます(秘密厳守)。
日時　6月 1日（火）　10:00 ～
15:00 
場所　市役所 4階第 3会議室
詳細　市民活動推進課☎ 058-
383-1111 内線 3631

人権擁護委員の日に
特設相談所

冒険広場、サイクリングの申込用紙は、市役所１
階ロビー、市民サービスセンター、川島振興事
務所などにあるほか、各小学校でも配布します。

チビッコ冒険広場チビッコ冒険広場
期日  6 月 5日（土）期日  6 月 5日（土）

場所  場所  学びの森（那加雲雀町）学びの森（那加雲雀町）
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国民年金受給の
手続きをしましょう

【老齢基礎年金】
　受給資格期間を満たした人が
65 歳になったときから支給。
請求先　 ▽第 3号被保険者期間
のある方、厚生年金などの制度
に加入＝年金事務所 ▽第 1号被
保険者期間のみ＝市役所市民課
【障害基礎年金】
　国民年金加入者や加入したこ
とのある人が障がい者になった
とき、20 歳前の傷病で障がい
者になったときに支給。
請求先　初診日が ▽第 3号被保
険者期間中＝年金事務所 ▽第1号
被保険者期間中（20歳前、60～
64歳を含む）＝市役所市民課
【遺族基礎年金】
対象　国民年金加入者や、加入
したことのある人が亡くなった
とき、その人により生計を維持さ
れていた子のある妻、または子
請求先　亡くなったのが ▽第 3
号被保険者期間中＝年金事務所

▽第1号被保険者期間中（60～
64歳を含む）＝市役所市民課
備考　 ▽必要書類は事前に請求
先に確認 ▽ 65 歳以上の方は、
障害基礎年金と老齢厚生年金
（または障害基礎年金と遺族厚
生年金）の併給ができます
【第3号被保険者の届出】
　健康保険の被扶養者の届出と
一緒に配偶者の勤務している
事業所へ提出。第3号から第1号
被保険者への変更届は、市役所
市民課または川島振興事務所、
市民サービスセンターへ提出
【共通事項】

▽第 1 号被保険者＝自営、農林
漁業、無職、学生など ▽ 第 3
号被保険者＝厚生年金や共済組
合の加入者に扶養される配偶者
詳細　岐阜南年金事務所☎ 05
8-273-6161、市役所市民課☎
058-383-1113

　再利用できる物の情報を登録
し、無償で希望者に提供します。
【使ってください】

▽ベビー布団 ▽室内用自転車 ▽

ガーデンシュレッダー ▽和式座
卓 ▽２段ベッド ▽学習机 ▽事務
用イス
【さがしています】

▽各種自転車 ▽チャイルドシー
ト ▽ジュニアシート ▽双子用ベ
ビーカー ▽ベビースケール ▽
ロックミシン ▽電子ピアノ ▽カ
ラーボックス ▽たちばさみ ▽農具
備考　 ▽ 4 月 20 日現在の状況

▽有効期間は 3カ月
申込と詳細　提供や譲受を希望
の方は「住所、氏名、電話番号、
品名、形式、規格、品質、購入
年月など」を環境政策課☎ 058-
383-4230

21 年度調理師試験
（岐阜会場）

期日　8月 11日（水）
場所　中部学院大学各務原キャ
ンパス（那加甥田町）
願書受付　6月 1日～ 11日
詳細　岐阜保健所生活衛生課☎
058-380-3003

文化財歴史講座　　
「佐藤一斎に学ぶ」

日程　6月8日、7月 13日、8
月10日、9月14日、10月12
日いずれも火曜日　13:30 ～
15:30( 全 5回 )　
場所　西ライフデザインセン
ター（産業文化センター 4階）
講師　鈴木隆一・佐藤一斎顕彰
会会長
定員　80人 ( 申込順 )
費用　2000 円（文化財を守る
会会員は 1000 円）
申込と詳細　文化財を守る会・
大堀☎ 058-383-6935

日時　5月22日（土）　14:00～
15:30
場所　産業文化センター２階第
３会議室（那加桜町２）
講師　土山公仁・岐阜市歴史博
物館学芸員
費用　500円（当日支払、歴史
研究会会員は無料）
詳細　各務原歴史研究会・横山
☎ 058-384-1983

講演「織田信長の
花押について」

　気軽に問い合わせください。
【3D基礎 Pro/E】
期間　5月26～28日(3日間)
費用　7万 1400 円（県内）
【航空機業界向V5基礎】
期間　5月27～6月1日(4日間)
費用　9万 5200 円（県内）
【3D応用 Works】
期日　5月27～28日(2日間)
費用　3万 9200 円（県内）
【共通事項】
場所　テクノプラザ本館 (テク
ノプラザ 1)
備考　市の補助制度があります
申込と詳細　ＶＲテクノセンター
☎ 058-379-6370

テクノプラザＣＡＤ
在職者向け研修

販売士検定試験

　「販売士」は流通業界で唯一
の公的資格」として社会的にも
高い信頼と評価を得ています。
期日　7月 10 日（土）
場所　産業文化センター（那加
桜町２）
費用　3 級 4000 円
申込期間　5月24日～6月17日
詳細　商工会議所☎ 058-382-
7101

登録はお電話で
不用品交換銀行
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建設リサイクル法
一斉パトロールを実施

　建設リサイクル法遵守につい
てパトロールを行います。
期間　5月 24 日～
28日
内容　建設工事現
場における分別解
体の実施状況など。
詳細　建築指導課
☎ 058-383-1111
内線 2716

　「岐阜県木造住宅耐震相談士」
が耐震診断を行い、補強工事費
の概算も合わせてお知らせしま
す。また、耐震補強工事の一部
助成も行っていますので、申し
込んでください。
【無料耐震診断の対象住宅】△

昭和 56 年 5 月 31 日以前に
建設された木造住宅

△

一戸建て
の住宅

△

併用住宅の場合は、延
べ面積の半分以上が住宅として
使用されているもの

△

木造軸組
構法、枠組壁工法または伝統的
構法で建築されているもの
【耐震補強工事の対象住宅】△

過去に市の助成を受けまたは
この募集により耐震診断が実施
されたもの

△

県に登録された
「岐阜県木造住宅耐震相談士」
により実施される耐震補強に関
する設計および工事監理される
耐震補強工事

△

耐震診断の結
果、「倒壊する可能性がある」、
「倒壊する可能性が高い」と評
価されたものを「一応倒壊しな
い」または「倒壊しない」と評
価できる耐震補強工事
助成金の額　耐震補強工事＝限
度額 84万円（１戸・地域住宅
交付金 24万円を含む）
対象　対象となる住宅所有者で
市に住民登録され市税を滞納し
ていない個人の方など
募集個数　

△

耐震診断＝ 100
棟

△

耐震補強工事＝ 10棟 ( い
ずれも申込順 )
備考　

△

申込書は建築指導課、
川島振興事務所、市民サービス
センターにあります

△

昭和 56
年 5月 31日以前に建設された
木造住宅以外の建築物の耐震診
断の助成制度もあります
申込と詳細　5月17日～12月
28 日に建築指導課☎ 058-38
3-1111 内線 2715　

住宅耐震診断（無料）
と耐震補強工事

水道週間に
パッキンの無料配布

　「水道に 寄せる信頼 飲む安
心」をスロ－ガンに6月1日～
7日の水道週間に合わせ、水道
パッキンを配布します。
期間　6月 1日～ 7日
場所　本庁舎総合案内、産業文化
センタ－案内、水道部総務課、
市民サービスセンター、川島振興
事務所、水道料金事務センター
内容　家庭用蛇口パッキン（口
径 13㎜、2個セット）
備考　 ▽産業文化センタ－、水
道料金事務センタ－を除き平日
のみ配布 ▽レバー式蛇口など、
使用できない蛇口もあります
詳細　水道部総務課☎ 058-38
3-7111

　学童保育室は小学校低学年を
対象に、指導員のもと友達と一
緒に遊び、生活する場です。
【学童保育室の補助指導員】
　大学、短大生の方も歓迎です。
対象　 ▽子どもたちの生活を見
守りながら、楽しく遊ぶことが
好きな方 ▽資格は必要なし
申込　市販の履歴書 1 通を持
参し、子育て支援課
備考　7月3日（土）10:00～産
業文化センター 2階で説明会
開催
【夏休みのみの入室児童の受付】
対象　家庭の事情により、子ども
だけになる 1～ 4年生の児童
申込　申請書に父母の就労証明
書などを添付し、6月1日～18日
（必着）までに子育て支援課
備考　 ▽両親にかわるべき人
（祖父母など）がいる場合は入室
できません ▽申請書は子育て支
援課または市ウェブサイトから
ダウンロード
【共通事項】
期間　7 月 20 日～ 8 月 30 日
（夏休み期間）8:00～17：00（延
長保育実施室は 18:00 まで）
場所　市内の学童保
育室
詳細　子育て支援課
☎ 058-383-1555

夏休みの学童保育
指導員と入室児童

本当に必要ですか ?
その農薬散布 !?

　飛散農薬で健康被害を受けて
いる方がいます。できるだけ農
薬を使用しないように心がけま
しょう。
　農薬を散布せざるを得ない場
合は、農薬の飛散防止に努め、
事前に、立て札・回覧板など
で、使用目的、散布日時、使用
農薬の種類を、近所の方へお知
らせするなど、十分な配慮をし
ましょう。
詳細　農政課☎058-383-1130

日時　6月 4日（金）　13:30 ～
15:30
場所　総合福祉会館(那加桜町2)
対象　65歳未満の障がい者 (身
体・知的・精神 )の方や家族
内容　軽作業体験。希望者には
就労に関する個別相談あり
申込と詳細　地域活動支援セン
ターザールせいすい☎ 058-23
5-6080

障がい者就労体験
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日時　6月15日（火） 　9:30～
10:30
場所　総合福祉会館(那加桜町2)
内容　生活習慣病などの健康相
談、血圧測定、尿検査
持参品　健康手帳
備考　栄養相談、歯科相談を希
望の方のみ電
話予約が必要
詳細　健康管
理課☎ 058-3
83-1115

　ことばや行動などに心配のあ
るお子さんの相談を行います。
日時　6月 4日（金） 9:30 ～
11:00
場所　総合福祉会館（那加桜町２）
備考　駐車料補助あり
申込と詳細　健康管理課☎ 05
8-383-1116 へ予約

ことばの相談

　総合福祉会館周辺の市の有料
駐車場を利用し、2時間を超え
た方に駐車料補助券をお渡しし
ます。母子健康手帳と駐車場入
口で受け取った駐車券を健康管
理課へ提出してください。
対象となる健診など　広報紙の
記事の備考欄に記載
詳細　健康管理課☎0
58-383-1116

乳幼児健診などに
駐車料補助

日時　6月 8日（火） 13:00 ～
相談員　理学療法士、作業療法
士、栄養士、保健師
申込と詳細　福祉の里（須衛稲田
7 ）☎ 058-370-7500 へ予約

福祉の里 健康相談

日時　6月 7日（月）　9:30 ～
11:30
場所　総合福祉会館（那加桜町２）
対象　分娩予定日が9月１日～
10月 31日の妊婦
内容　母と子の制度、母乳育児
の勧め、リラックス法（妊婦体
操）、グループワーク
持参品　母子健康手帳、妊娠届
出時にお渡しした資料（母子健
康手帳別冊「あすか」「母子健康
手帳の副読本｣｢すこやかに｣｢何
が必要?どう選ぶ?｣）、筆記用具
備考　 ▽夫の参加可能 ▽動きや
すい服装 ▽駐車料補助あり
申込と詳細　健康管理課☎ 05
8-383-1116

マタニティ－広場 2

受診の際は、保険証、後期高齢者医療被保険者証、福祉医療費受給者証、健康手帳などを持参してください。

休日や夜間の急病には

医療機関 詳細

 休日に
 急病のとき

 6 月の休日急病診療所
☎058-383-9151 （受付時間中のみ）

 那加桜町 2、総合福祉会館内 /6・13・20・27日のいずれも日曜日
 9:00 ～11:30、13:00 ～ 15:30/ 小児科・内科

 6月の歯科救急当番

   6 日（日）/横山歯科医院☎ 058-382-0366/ 成清町 3
 13 日（日）/たなはし歯科医院☎ 058-382-9790/ 那加日新町 8
 20 日（日）/どうけ歯科☎ 058-389-6288/ 那加浜見町 2
 27 日（日）/恒川歯科医院☎ 058-384-6785/ 鵜沼古市場町 4
 いずれも9:00 ～15:00（開設日の診療時間中のみ）

 夜間に
 お子さんが
 急病のとき

 小児夜間急病センター
 ☎ 058-251-1101

 岐阜市鹿島町 7-1( 岐阜市民病院内 )/月～土曜日 (祝日除く)
 19:30 ～23:00( 受付は 22:30 まで )/ 小児科 (対象は 15歳以下 )

 岐阜市休日急病診療所
 ☎ 058-253-7711

 岐阜市青柳町 5-3/ 日曜日・祝日　

 19:00 ～23:30( 受付は 23:00 まで )/ 小児科・内科
 小児急病センター
 ☎ 058-246-1111

 岐阜市野一色 4-6-1( 岐阜県総合医療センター救急外来 )　
 小児科 (対象は 15歳以下 )

中高年の方対象
6月の健康相談

日時　6月 3日（木） 13:30 ～
14:30
場所　総合福祉会館（那加桜町２）
申込と詳細　岐阜保健所☎ 05
8-380-3004 へ予約

精神科医による
こころの健康相談

期日　6月 30日（水）
受付時間　9:30 ～ 10:30
場所　総合福祉会館（那加桜町２）
対象　乳幼児
内容　身体計測、育児相談
持参品　母子健康手帳
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116

のびのび測定

期日　6月 23日（水）
受付時間　9:20 ～ 10:00
場所　総合福祉会館（那加桜町２）
対象　平成 20年 6月の出生児
内容　ブラッシング指導、幼児
期の食事・栄養・育児などの相談
持参品　子どもの歯ブラシ、
コップ、タオル、母子健康手帳、
歯の健康手帳、2歳児歯科教室
問診票（記入済のもの）
備考　駐車料補助あり
詳細　健康管理課☎ 0
58-383-1116

2 歳児歯科教室
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学齢期の予防接種

【国保人間ドック】
対象　市の国民健康保険に 1
年以上加入し、保険料を滞納し
ていない 20 ～ 74 歳の方で、
入院または妊娠していない方
内容　問診、身体計測、尿検査、
血圧測定、心電図検査、胸部Ｘ
線検査、胃部Ｘ線検査または内
視鏡検査、便潜血検査、血液検査
費用　6300 円
持参品　国民健康保険証、特定健
診の受診券（お持ちの方は必ず）
備考　 ▽受診に必要な書類は申
込時に配布 ▽費用は受診時に医
療機関窓口で支払 ▽特定健診と
重複受診は不可 ▽生活習慣病該
当者、予備群と判定された方に
は国保から特定保健指導あり
申込と詳細　6月1日～11月
30日に医療保険課☎ 058-38
3-1099
【特定健診】
　メタボリックシンドロームの
予防・解消に着目した健診です。
国民健康保険に加入の方に、5
月下旬に受診券を送付します。
対象　平成22年4月1日現在、
国保に加入の40～74歳の方お
よび 22 年度中に 75 歳になる
方（ ▽誕生日の前日まで ▽長期
入院中や妊産婦の受診は不可）
内容　 ▽全員＝問診、身体計
測、診察、血圧測定、血液検査、
尿検査 ▽医師が必要と判断した場
合＝心電図、眼底検査、貧血検査
費用　1000 円
申込　受診券、国民健康保険
証、（65 歳以上で生活機能評
価該当者は基本チェックリスト
結果票）を持参し実施医療機関へ
備考　国保人間ドックと重複
受診は不可 ▽医療機関で健診
結果を説明 ▽ 65 歳以上で基本
チェックリストの結果、生活機
能の低下が認められる方は、「特
定健診」と「生活機能評価」を
同時受診できる受診券を送付 ▽

健康のために
検診を受けましょう

生活習慣病該当者、予備群と判
定された方は国保から特定保健
指導あり ▽生活保護世帯の方
で、健診希望の方は、印鑑を持
参し受診前に健康管理課で申請
手続き必要 (完了まで 3日以上
の余裕が必要。浸透印は不可 )
詳細　医療保険課☎ 058-383-
1099
【すこやか健診】
　生活習慣病の早期発見・早期
治療を目的とした健診です。
対象　後期高齢者医療（長寿医
療）制度に加入している方
内容　問診、身体計測、診察、
血圧測定、血液検査、尿検査、
貧血検査
費用　500円
申込　 ▽生活機能の低下を確認
するため「基本チェックリス
ト」を送付します。回答後に高
齢福祉課へ返信してください。
結果と受診券を送付します ▽基
本チェックリストの結果で生活
機能低下を予想と判定された方
に「すこやか健診」と「生活機
能評価」を同時に受診できる受
診券を送付します。
備考　生活習慣病（糖尿病、高血
圧症、脂質異常症など）で治療
中の方は、同様の検査がすでに
実施されている場合があります
ので、主治医にご相談ください
詳細　高齢福祉課☎ 058-383-
1779
【生活機能評価】
　65 歳以上の方が健やかに日
常生活を送るため、生活機能の
低下を早期に発見し介護予防に
つなぐ検査です。3月に 65 ～
74歳の方（介護認定者を除く）
にお送りした「基本チェックリ
スト」で回答のあった方に結果
を送付します。対象に該当され
る方に受診券を同封します。
対象　65 歳以上の方（介護認
定者を除く）で「基本チェック
リスト」の結果で、生活機能の
低下を予想と判定された方
内容　貧血検査、心電図検査、

反復唾液嚥下テストなど
持参品　受診券、基本チェック
リスト結果票、保険証
備考　 ▽市の国保加入者で該
当の方は、「特定健診」（費用
1000 円）と「生活機能評価」
を同時に受診できる受診券を送
付 ▽介護予防事業の利用が望ま
しいと判定された方に予防事業
の案内あり ▽ 4 月 2 日以降に
65 歳になられた方で、受診を
希望される場合は高齢福祉課へ
詳細　高齢福祉課☎ 058-383-
1779
【共通事項】
期間　6月1日～11月30日(国
保人間ドックは12月28日まで)
実施医療機関　5月 15 日号広
報折り込みの「平成 22年度市
健康診査のお知らせ」を参照

　１期初回の標準年齢（3歳）
について積極的勧奨が再開され
ています。標準年齢以外の対象
(4 歳～ 7 歳 6 カ月未満 ) の方
も希望すれば接種できます。
備考　積極的な勧奨を差し控え
たことで接種機会を逃した方の
接種も検討中 ▽日本脳炎（2期）
は当面の間、実施できません。
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116

日本脳炎予防接種に
ついて

【麻しん風しん】
▽３期(中学1年生) ▽ 4期(高

校 3年生に相当する年齢の方 )
【ジフテリア・破傷風】

▽ 2 期 ( 小学 6年生 )
【共通事項】
実施期間　10月 31日まで
備考　 ▽市内指定医療機関で実
施中 ▽接種券がない方は健康管
理課(総合福祉会館 )へ
詳細　健康管理課
☎ 058-383-1116

↑ ↑

↑ ↑
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●中央図書館／〒 504-0911 那加門前町 3-1-3（市民公園内 )／5月 14、17、24、31日、6月 4、7、
　14、21、28日は休館　1・2・4階＝図書館本館☎ 058-383-1122
　3階＝埋蔵文化財調査センター☎ 058-383-1123
●もりの本やさん☎ 058-370-7175／鵜沼字石山／中央図書館に同じ休業
●中央ライフデザインセンター図書室☎ 058-389-1820 ／蘇原中央町 2-1-8／中央図書館に同じ休業
●川島ほんの家 (川島会館内 ) ☎ 0586-89-2811 ／川島松倉町 1951-4／中央図書館に同じ休業
●かかみがはら航空宇宙科学博物館☎ 058-386-8500 ／下切町 5-1 ／火曜日休業
●市民会館・文化ホール☎ 058-389-1818 ／蘇原中央町 2-1-8／月曜日（祝日を除く）休業

所在地・休業日／下記に掲載

中央図書館 
058-383-1122

●図書館展示コーナー
◆中央図書館
「おとうさんってすごい！本展」5月 15 日～ 6月
20日
「環境の本展」5月 15日～ 7月 1日
「平和展」6月 5日～ 7月 1日
◆川島ほんの家　　
「エコ生活の本」6月 5日～ 7月 1日
◆もりの本やさん
「花いっぱいのえほん」5月 15日～ 6月 3日
「動物園に行きたくなるえほん」5月 15 日～ 6月
3日
「ファンタジーの世界」5月 15日～ 6月 3日
◆中央ライフデザインセンター図書室
「占い・心理学の本」5月 15日～ 6月 3日

移動図書館さつき号
中央図書館 058-383-1122

● 6月の日程

2
（水）

9:40 ～ 10:10 真墨田神社
10:30 ～ 11:00 貞照寺
13:30 ～ 14:00 加佐美神社
14:30 ～ 15:00 柿沢ふれあいセンター

3
（木）

9:40 ～ 10:20 つつじが丘ふれあいセンター①
10:40 ～ 11:10 鵜沼台中央公園
13:30 ～ 14:10 尾崎サービスセンター前①
14:30 ～ 15:10 東海学院大学短期大学部南

8
（火）

9:40 ～ 10:10 清住町公民館
10:40 ～ 11:10 月丘団地西側
13:30 ～ 14:00 JA西市場跡地
14:20 ～ 15:00 尾崎公園北側

9
（水）

9:40 ～ 10:10 鵜沼東福祉センター
10:30 ～ 11:10 新鵜沼台コミュニティーセンター①
13:30 ～ 14:00 稲羽東福祉センター
14:20 ～ 15:00 東ライフデザインセンター①

10
（木）

9:30 ～ 10:00 川島笠田町公民館
10:20 ～ 11:10 川島振興事務所西駐車場
13:30 ～ 14:00 大佐野町公民館
14:20 ～ 15:00 三井山官舎①

15
（火）

9:40 ～ 10:10 東山ニュータウンふれあい集会所
13:30 ～ 14:00 成清町公民館
14:20 ～ 15:00 稲羽西福祉センター

16
（水）

　9:30 ～ 10:00 尾崎南公園
10:20 ～ 11:00 琴が丘ふれあい会館
13:40 ～ 14:10 丸子公園南側
14:40 ～ 15:10 鵜沼福祉センター

17
（木）

9:30 ～ 10:00 那加地区体育館
10:30 ～ 11:00 尾崎サービスセンター前②
13:40 ～ 14:20 つつじが丘ふれあいセンター②
14:40 ～ 15:10 緑苑パブリックセンター南側

22
（火）

9:40 ～ 10:10 山の前公民館
10:30 ～ 11:10 松が丘松田北公園
13:30 ～ 14:00 蘇原福祉センター
14:30 ～ 15:00 各務福祉センター

23
（水）

9:40 ～ 10:10 弓道場
10:30 ～ 11:10 東ライフデザインセンター②
13:35 ～ 14:05 各務原区コミュニティーセンター
14:30 ～ 15:10 新鵜沼台コミュニティーセンター②

24
（木）

9:30 ～ 10:20 三井山官舎②
10:40 ～ 11:10 稲羽ふれあいセンター
13:40 ～ 14:10 緑苑西公園
14:30 ～ 15:10 おがせ公園

29
（火）

9:40 ～ 10:10 大伊木町ふれあいセンター
10:40 ～ 11:10 鵜沼南町会館
13:30 ～ 14:00 大野町熊野神社
14:30 ～ 15:00 慈光園

●パソコン講習会「ブログを作ってみよう！」
　インターネット上に自分の日記や考えなどを書き
つづる、ブログの作成と活用法を学びます。
日時／ 6月 15 日～18 日 いずれも
12:45 ～ 15:45
費用／ 2000円
定員／ 38人（抽選）
対象／市内在住、在勤、在学の方
場所／中央図書館 4階 教育工学室
備考／使用するパソコンはウィンドウズビスタ
申込／ 5月 30日 ( 必着 ) までに、「講習会名、郵便
番号、住所、氏名（ふりがな）、電話番号」を明記
し ▽メール＝media-kousyu@city.kakamigaha
ra.gifu.jp へ ( 件名に講習会名を明記 ) ▽往復はが
き＝〒 504-0911 那加門前町 3-1-3、中央図書館
4階パソコン講習会係へ（返信用にあて先を明記）
詳細／中央図書館☎ 058-383-1124

● 3階展示ホール
◆伊勢型紙「古典から現代への扉」
5 月 26日～ 5月 30日　9:00 ～ 17:00
※ただし 30日は 15:00 まで
詳細／間宮☎ 058-389-2767
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埋蔵文化財調査センター
058-383-1123

●体験講座「出土遺物水洗い体験」
　発掘調査で見つかった本物の土器や瓦を洗浄しま
す。考古学のおもしろさに触れてみませんか。
日時／ 6 月 9 日（水）、10 日（木）いずれも①
10:00 ～ 12:00 ② 14:00 ～ 16:00
定員／各 4人（申込順）
持参品／汚れてもよい服装、タオル、エプロンなど
申込／ 5月 18日～ 30日に直接、埋蔵文化財調査
センターへ

所在地・休業日／右ページに記載

市民会館・文化ホール
058-389-1818

所在地・休業日／右ページに記載

●あじさい祭り
6月 5日（土）11:30 ～　文化ホール
詳細／貴扇会・長縄☎ 058-385-0125

●鵜沼東シニアハーモニー結成 25年
記念コンサート
6月 9日（水）10:15 ～　文化ホール
詳細／広瀬☎ 058-370-0479

音楽の街　各務原音楽の街　各務原

●ホワイエコンサート
「ショパン生誕 200年記念コンサート」
　「ピアノの詩人」といわれるフレデリック・ショ
パンの素敵なメロディーをお聴きいただきます。
日時／ 6月 10日（木）13:30 ～ 14:30
場所／市民会館ホワイエ（ロビー）
出演／縣友里恵（ピアノ）
主な曲目／エチュードOp.10-12「革命」（ショパ
ン）、バラード第 1番Op.23（ショパン）　ほか
費用／一般 300 円、中学生以下無料（未就園児も
入場できます）
定員／約 100人（申込順）
申込と詳細／電話などで市民会館☎058-389-1818 少年自然の家

058-370-5280
●子どもふれあい体験「水辺の自然体験」
日時／6月 19日（土）9:00 ～ 13:30（小雨決行）
場所／ホタルの里（鵜沼大安寺町）
対象／市内の小学 2～ 6年生
定員／ 30人（抽選）
内容／大安寺川の水生生物の採取
と観察
費用／ 460円（保険料など）
申込／ 5月 27日（必着）までに、はがきに「郵便
番号、住所、氏名、ふりがな、電話番号、性別、学
校名、学年、保護者名」を明記して、少年自然の家
「水辺の自然体験」係へ
備考／ ▽応募は 1人 1 口（兄弟は連名で申込可）

▽友人など当選・落選を共に希望する場合はその旨
を明記 ▽落選者には 1週間以内に結果を連絡、当
選者には詳細を郵送 ▽ 6 月 2日 17:00 ～キャンセ
ル料が発生

所在地／〒509-0143鵜沼小伊木町4-213
休業日／月曜日（祝日の場合は翌日も）、祝日

●瞑想の森コンサート「初夏に贈るコンサート
～フルートとハープの調べ」
　フルートとハープのデュオによる
コンサート。息づかいから指の動き
まで、演奏する姿もご堪能ください。
日時／ 7月 3日（土）13:30 ～
14:30
場所／瞑想の森 市営斎場（那加扇平 2）
出演／朝倉ゆき（フルート）、田中敦子（ハープ）
主な曲目／「カルメン」より間奏曲（ビゼー）、モ
ルダウ（スメタナ）、浜辺の歌（成田為三）ほか
定員／ 120人（申込順）
申込と詳細／5月 31日～電話で観光文化課☎058-
383-1042

●市民の劇場　劇団四季ミュージカル
「嵐の中の子どもたち」
　18 人の子どもたちが繰
り広げる、友情と勇気がつ
まった冒険物語。躍動感あ
ふれるダンスと、感動的な
歌の数々は必見です。
日時／ 7月 24日（土）16:00 ～
場所／市民会館（蘇原中央町 2）
費用／全席指定 ▽大人（中学生以上）＝S席4500円、
A席3500 円 ▽小人（3歳～小学生）＝S席3500 円、
A席 2500円（3歳未満も席が必要な場合は有料）
前売券／ 5月 22 日（土）の 10:00 ～ ▽窓口＝市民
会館、観光文化課（24日～販売、産業文化センター
6階）、東ライフデザインセンター、川島ライフデ
ザインセンターほか ▽電話＝劇団四季予約センター
☎ 0120-489444、チケットぴあ☎0570-02-9999 
（Ｐコード403-800）
詳細／市民会館☎ 058-389-1818

撮影：下坂敦俊

●鵜沼宿脇本陣コンサート
「平安桜～日本の音風景」
　3ページの脇本陣特集ページをご覧ください。

15 広報かかみがはら 2010.5.15



み
ん
な
の
広
場
●

陵南小学校

お弁当を
作って持っていく日

●
さ
く
ら
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
８
３
）７
６
１
３

総
合
福
祉
会
館
２
階
（
那
加
桜

町
２
） 

木
・
祝
日
休

●
あ
さ
ひ
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
７
０
）
０
５
０
０

鵜
沼
朝
日
町
３　

月
・
祝
日
休

●
う
ぬ
ま
東
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
７
９
）
１
１
７
７

鵜
沼
東
町
６　

木
・
祝
日
休

●
そ
は
ら
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
８
３
）
５
２
８
５

蘇
原
野
口
町
１　

月
・
祝
日
休

●
か
わ
し
ま
子
ど
も
館

☎
０
５
８
６（
８
９
）２
６
３
４

川
島
松
原
町
４
０
５
の
５

土
・
日
・
祝
日
休

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

私
の
学
校
で
は
、
食
育
の
日

に
お
弁
当
を
作
っ
て
学
校
に

持
っ
て
行
く
と
い
う
行
事
が
あ

り
ま
す
。

　

私
は
、
お
弁
当
の
こ
ん
立
て

を
主
食
・
主
菜
・
副
菜
に
気
を

つ
け
て
作
り
ま
し
た
。
私
の
考

え
た
こ
ん
立
は
、
主
菜
に
か
ら

あ
げ
と
ソ
ー
セ
ー
ジ
と
た
ま
ご

焼
き
の
三
つ
を
入
れ
ま
し
た
。

主
食
に
う
め
ご
は
ん
と
さ
け
ご

は
ん
の
二
つ
を
入
れ
て
、
副

菜
に
え
だ
豆
と
い
ち
ご
を
入
れ

ま
し
た
。
主
菜
が
一
つ
多
か
っ

た
の
で
、
全
部
び
ょ
う
ど
う
に

作
れ
ば
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。

  

食
育
の
日
は
、
朝
早
く
起
き

て
お
母
さ
ん
と
お
弁
当
を
作
り

ま
し
た
。
お
弁
当
箱
に
つ
め
る

の
は
す
ご
く
む
ず
か
し
か
っ
た

で
す
。
か
ん
た
ん
そ
う
に
思
え

た
の
で
や
っ
て
み
ま
し
た
が
、

意
外
と
む
ず
か
し
か
っ
た
で

す
。
で
も
、
お
母
さ
ん
に
教
え

て
も
ら
い
な
が
ら
や
っ
た
ら
か

ん
た
ん
に
で
き
た
の
で
、
お
母

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
お
弁
当
を

作
る
の
は
楽
し
か
っ
た
で
す
。

楽
し
い
っ
て
す
ご
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　

お
弁
当
は
、
み
ん
な
の
広
場

と
い
う
チ
ー
ム
で
、
運
動
場
に

集
ま
っ
て
食
べ
ま
し
た
。
あ
ま

り
、
学
年
の
子
以
外
の
子
と
外

で
お
弁
当
を
食
べ
る
機
会
が
な

い
の
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。
新

し
い
学
級
に
な
っ
た
五
年
生
で

も
食
育
の
日
が
あ
る
け
ど
、
今

度
は
つ
め
る
の
も
作
る
の
も
一

人
で
か
ん
た
ん
に
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
。

　

食
育
の
日
の
勉
強
を
始
め
て

か
ら
、
家
族
で
食
事
を
す
る
時

に
、
今
日
は
主
食
が
多
い
ね
と

か
、
主
菜
が
多
い
ね
と
か
、
副

菜
が
多
い
ね
と
か
を
自
然
に
話

す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
バ
ラ

ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い
時
に
、

母
や
妹
や
兄
と
話
を
し
て
、
今

度
は
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
る
と
い

い
ね
と
か
話
す
よ
う
に
も
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
ん
立
て
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
考
え
て
楽
し
く
お

弁
当
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

文
・
５
年　

田
部
仁
菜
さ
ん

●
イ
ベ
ン
ト「
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
」

日
時　

6
月
6
日(

日
）

10
時
30
分
〜
12
時
（
雨
天
時
は

変
更
あ
り
）

場
所　

か
わ
し
ま
子
ど
も
館

（
午
前
中
開
館
）

内
容　

▽
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
あ
そ

び
▽
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
一
緒
に

体
操
▽
お
た
の
し
み
劇
な
ど

持
参
品　

帽
子
、
タ
オ
ル
、
お

茶
な
ど

●
子
育
て
講
座
「
食
育
講
座
」

　

よ
く
遊
び
、
よ
く
眠
り
、
食

事
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
子
ど
も
の
食
事
を
学
び
ま
す
。

日
程　

▽
７
月
2
日（
金
）＝
か

わ
し
ま
▽
9
日（
金
）＝
あ
さ
ひ

▽
13
日（
火
）＝
そ
は
ら
▽
14
日

（
水
）＝
さ
く
ら　

い
ず

れ
も
10
時
〜
11
時
30
分

▽
7
月
6
日（
火
）＝
う

ぬ
ま
東
10
時
〜
11
時

対
象　

乳
幼
児
を
持
つ

保
護
者

定
員　

各
20
人
（
申
込

順　

託
児
あ
り　

う
ぬ
ま
東
の

み
託
児
な
し
で
親
子
15
組
）

申
込　

6
月
2
日
の
９
時
〜
各

子
ど
も
館
へ
直
接
。
13
時
〜
電

話
で
も
受
付

●
6
月
の
移
動
子
ど
も
館

日
時　

6
月
8
日（
火
）　

10
時

〜
11
時
30
分

場
所　

尾
崎
中
央
ふ
れ
あ
い
会

館
（
尾
崎
西
町
１
の
７
の
６
）

対
象　

地
域
の
乳
幼
児
の
親
子

（
乳
幼
児
の
み
で
の
入
館
不
可
）

昨年のしゃぼんだまあそび
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み
ん
な
の
広
場
●

「
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
　
　

何
で
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」

福
祉
の
里
「
ど
ん
ぐ
り
」
相
談
支
援
員

伊
藤
美
香
さ
ん

　
「
ま
ず
は
気
軽
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。
世
間
話
や
愚ぐ

ち痴
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
、
話
す
だ
け
で

も
気
が
楽
に
な
り
ま
す
よ
」
と

笑
顔
で
話
す
の
は
、
今
年
４
月

に
福
祉
の
里
に
開
設
さ
れ
た
、

障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ど
ん
ぐ
り
」
の
伊
藤
さ
ん
。

　
「
ど
ん
ぐ
り
」
に
は
７
人
の

ス
タ
ッ
フ
が
い
る
が
、
現
在
の

と
こ
ろ
専
従
の
相
談
支
援
員
は

伊
藤
さ
ん
だ
け
。
相
談
内
容
に

応
じ
て
、
福
祉
、
医
療
、
保
健
、

教
育
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や

制
度
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を

行
う
。

　

伊
藤
さ
ん
が
福
祉
の
仕
事
に

興
味
を
持
っ
た
の
は
８
年
前
。

母
親
が
病
気
に
な
っ
た
際
、
福

祉
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
つ
い

て
、
社
会
福
祉
士
の
方
か
ら
親

切
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
こ

と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
に
感
動
し
た
彼
女

は
、
自
分
も
社
会
福
祉
士
に
な

ろ
う
と
決
心
、
そ
れ
ま
で
の
仕

事
を
や
め
て
勉
強
に
専
念
し
、

資
格
を
取
得
し
た
。

　

パ
ー
ト
と
し
て
高
齢
者
介
護

の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
を

し
な
が
ら
、
障
が
い
者
の
作
業

所
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
通
う

う
ち
に
「
や
り
が
い
の
あ
る
福

祉
の
仕
事
の
中
で
も
、
障
が
い

の
あ
る
方
と
関
わ
る
仕
事
が
自

分
の
一
番
や
り
た
い
仕
事
な
ん

だ
」
と
実
感
し
た
と
の
こ
と
。

出
産
、
育
児
の
た
め
し
ば
ら
く

仕
事
か
ら
離
れ
た
が
、
昨
年
、

福
祉
の
里
に
就
職
。
現
場
復
帰

を
果
た
し
た
。

　
「
相
談
者
本
人
の
気
持
ち
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
い
っ
し
ょ

に
問
題
を
解
決
す
る
お
手
伝
い

を
し
た
い
で
す
。
ま
た
、
相
談

内
容
を
も
と
に
、
関
係
機
関
に

働
き
か
け
て
、
新
し
い
サ
ー
ビ

ス
を
つ
く
る
の
も
、
私
た
ち
の

仕
事
で
す
」そ
の
言
葉
か
ら
は
、

各
務
原
市
を
障
が
い
が
あ
る
方

が
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
街
に
し

て
い
き
た
い
と
の
強
い
思
い
が

伝
わ
っ
て
き
た
。

福祉の街
みんな集合

点訳ボランティア点訳ボランティア
あけぼの会あけぼの会

　
「
あ
け
ぼ
の
会
」
は
、
お
も

に
市
の
社
会
福
祉
協
議
会
主
催

の
点
訳
者
養
成
講
座
を
受
け
た

人
た
ち
の
集
ま
り
で
、
現
在
の

会
員
は
45
人
で
す
。
25
年
く
ら

い
前
か
ら
ず
っ
と
続
け
て
お
ら

れ
る
80
歳
代
の
方
か
ら
、
乳
幼

児
を
抱
え
る

マ
マ
ま
で
幅

広
い
年
齢
層

の
皆
さ
ん
が
、

教
え
あ
っ
て

和
気
あ
い
あ

い
と
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
は

会
員
を
3
班
に
分
け
て
輪
番
制

で
「
広
報
か
か
み
が
は
ら
」
を

は
じ
め「
社
恊
か
か
み
が
は
ら
」

「
か
か
み
の
の
風
土
」
を
点
訳

し
ま
す
。
専
用
ソ
フ
ト
を
組
み

込
ん
だ
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
し
た

後
、
点
字
印
刷
を
し
て
市
内
の

視
覚
障
が
い
者
の
方
あ
て
に
発

送
し
た
り
、
随
時
新
聞
の
コ
ラ

ム
欄
、
本
、
市
の
ご
み
収
集
日

程
表
な
ど
も
同
様
に
お
届
け
し

た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
小
学
校
の
総

合
学
習
や
各
務
原
高
校
の
福
祉

教
育
で
、
点
字
の
授
業
の
お
手

伝
い
に
出
か
け
て
児
童･

生
徒

の
皆
さ
ん
と
触
れ
あ
い
、
点
字

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
っ
た

り
、
こ
ち
ら
が
若
い
元
気
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
う
事
も
あ
り

ま
す
。

　

養
成
講
座
の
知
識
だ
け
で
は

な
か
な
か
点
訳
が
上
達
し
ま
せ

ん
の
で
、
月
１
回
「
点
訳
の
決

ま
り
」「
点
訳
の
仕
方
」「
点
字

の
読
み
」
な
ど
を
会
員
同
士
で

勉
強
す
る
学
習
会
を
持
っ
て
い

ま
す
。
衰
退
一
方
の
脳
の
活
性

化
が
図
れ
る
こ
の
機
会
を
、
有

意
義
に
感
じ
て
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。

　

福
祉
が
重
視
さ
れ
は
じ
め
た

昨
今
、
駅
の
券
売
機
や
エ
レ

総合福祉会館で作業中の皆さん総合福祉会館で作業中の皆さん

ベ
ー
タ
ー
や
洗
濯
機
の
ボ
タ

ン
、
ビ
ー
ル
缶
な
ど
街
中
で
点

字
を
見
る
機
会
が
多
く
な
っ
た

の
は
う
れ
し
い
事
で
す
。
そ
れ

を
読
む
事
が
で
き
た
時
、
点
字

を
勉
強
し
て
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
興
味
、
関
心
を
も
た
れ

た
方
は
一
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ル
ー
ム
に
足
を
運
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。

活
動
場
所　

総
合
福
祉
会
館
２

階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム

連
絡
先　

中
川
☎
０
５
８
（
３

７
０
）
７
４
０
５

詳
細　

社
会
福
祉
課
☎
０
５
８

（
３
８
３
）
１
１
２
６
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木
曽
川
学
入
門
●
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「
飛
鳥
」
の
由
来

　

蘇
原
清
住
町
１
丁
目
の
配
水
場
西
側
に
飛あ

す
か
だ

鳥
田
神
社

と
い
う
神
社
が
あ
り
ま
す
。

　

飛
鳥
田
神
社
は
平
安
時
代
の
延え
ん
ち
ょ
う長
５
年(

９
２
７)

に
朝
廷
が
ま
と
め
た
「
延え

ん
ぎ
し
き

喜
式
神じ

ん
み
ょ
う
ち
ょ
う

名
帳
」
に
そ
の
名

が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
同
時
代
の
「
美み
の
こ
く

濃
国
神じ

ん
み
ょ
う
ち
ょ
う

名
帳
」

に
も
「
正し
ょ
う
さ
ん
み

三
位
飛あ

す
か
み
ょ
う
じ
ん

鳥
明
神
」
と
記
さ
れ
各
務
原
地
域
の

神
社
の
な
か
で
は
最
も
高
い
位
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

飛
鳥
田
神
社
の
「
飛
鳥
」
と
い
う
名
前
は
、
神
社
の

西
側
に
あ
る
蘇
原
飛
鳥
町
の
「
飛
鳥
」
と
と
も
に
大
和

の
飛
鳥
地
方(

奈
良
県
明
日
香
村
周
辺)
と
の
関
連
が

う
か
が
わ
れ
ま
す
。
伝
説
で

は
６
４
５
年
の
大
化
の
改
新

で
当
時
の
朝
廷
の
実
力
者
で

あ
っ
た
蘇そ
が
の
え
み
し

我
蝦
夷
・
入い

る
か鹿
親

子
を
中な
か
の
お
お
え
の
お
う
じ

大
兄
皇
子(

の
ち
の

天て
ん
ち智
天
皇)

と
と
も
に
滅
ぼ

し
た
蘇そ
が
の
く
ら
や
ま
だ
い
し
か
わ
の
ま
ろ

我
倉
山
田
石
川
麻
呂

が
こ
の
地
を
治
め
、
大
和
の
飛
鳥
の
地
名
を
移
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
蘇
原
宮
塚
町
２
丁
目
に
あ
る
宮
塚

と
い
う
小
丘
は
、
そ
の
蘇
我
倉
山
田
石
川
麻
呂
の
墓
と

い
う
言
い
伝
え
も
あ
り
ま
す
。

伝
説
が
生
ま
れ
た
背
景

　

蘇
我
倉
山
田
石
川
麻
呂
は
貴
族
と
し
て
朝
廷
の
右
大

臣
と
い
う
高
い
地
位
に
つ
い
て
お
り
、
こ
の
地
に
来
た

と
い
う
事
実
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
蘇
原
に
は
こ
う
し
た

伝
説
が
生
ま
れ
る
歴
史
的
背
景
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
蘇
原
に
は
山さ
ん
で
ん
じ

田
寺

跡
と
呼
ば
れ
る
古
代
寺
院
跡
が
あ
り

現
在
も
巨
大
な
礎
石
が
残
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
山
田
寺
跡
の
山
田
は
、

蘇
我
倉
山
田
石
川
麻
呂
が
大
和
に
建

立
し
た
山や
ま
だ
で
ら

田
寺
（
奈
良
県
桜
井
市)

と
お
な
じ
表
記
で
す
。
蘇
原
に
は
山
田
寺
跡
の
よ
う

な
古
代
寺
院
の
遺
跡
が
５
か
所
も
あ
り
、
蘇
原
の
蘇

が
蘇
我
氏
の
蘇
に
通
じ
る
こ
と
も
あ
っ
て
大
和
の
飛

鳥
に
ち
な
む
説
話
が
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

歴
史
ロ
マ
ン
に
思
い
を
は
せ
る

　

現
在
、
多
く
の
市
民
が
暮
ら
す
各
務
原
台
地
は
、

江
戸
時
代
ま
で
各
務
野
と
呼
ば
れ
る
見
渡
す
限
り
の

草
原
で
し
た
。
そ
う
し
た
草
原
の
な
か
に
古
い
寺
院

の
跡
が
点
在
す
る
様
は
、
人
々
に
過
去
に
対
す
る
強

い
印
象
を
与
え
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か

し
、
飛
鳥
と
い
う
地
名
は
飛
鳥
田
神
社
の
名
前
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
す
で
に
平
安
時
代
中
期
に
は
こ
の

地
に
定
着
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
蘇
原
の
飛
鳥

と
大
和
の
飛
鳥
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、

地
名
だ
け
が
勝
手
に
移
動
す
る
こ
と
は
あ
り
え
ま
せ

ん
の
で
、
そ
こ
に
は
必
ず
人
の
移
動
が
関
わ
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
ふ
る
さ
と
の
神
社

や
寺
院
の
歴
史
と
地
名
の
成
り
立
ち
を
考
え
る
と
き
、

歴
史
の
不
思
議
さ
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

文
・
観
光
文
化
課
木
曽
川
学
係

か
か
み
が
は
ら
の
飛
鳥

■
表
紙
の
説
明

　

今
号
の
表
紙
は
「
松
倉
渡
船
場
跡
」

で
す
。
渡
船
場
が
旧
牛う
し

子こ

村
に
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
別
名
「
牛
子
渡
し
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

天
て
ん
し
ょ
う正

14
年
（
１
４
８
６
年
）、
木
曽
川

は
大
洪
水
に
よ
っ
て
流
路
が
一
変
。
当

時
の
領
主
で
あ
っ
た
坪
内
氏
が
、
対
岸

の
中
屋
村
と
の
往
来
の
た
め
に
こ
の
渡

船
場
を
開
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
、
そ
し
て
明
治
・
大
正
と

多
く
の
人
や
荷
物
を
運
ん
だ
松
倉
渡
船

も
、
昭
和
37
年
に
川
島
大
橋
が
完
成
す

る
と
そ
の
役
目
を
追
え
、
つ
い
に
廃
止

と
な
り
ま
し
た
。

詳
細　

歴
史
民
俗
資
料
館
☎
０
５
８

（
３
７
９
）
５
０
５
５

飛鳥田神社鳥居

山田寺跡塔心礎



  よもぎ団子づくり

　　　  ぎふ清流国体各務原市実行委員会

  各務野さくらマーチングバンド

　  　　　シニア専用トレーニング講習会
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おかわりちょうだい！
　那加中央保育所の年長児 36 人が、よもぎ団子づ
くりに挑戦しました。団子づくりに使ったよもぎは、
食べられる野草を探そうと、保育所から散歩に出か
けた時に、園児たちが摘んできたもの。
　団子は、上新粉を水と混ぜ、蒸し器で蒸した後に、
もちつき機でよもぎと混ぜてつくりました。
　園児たちは自分の食べやすい大きさに団子を丸め、
きな粉をまぶしてお口の中に。「よもぎのいいにおい」
「おいしいね、おいしいね」と団子をあっという間に
平らげてしまいました。　　　　　　（4月 23日）

ミナモと一緒にダンシング！
　ぎふ清流国体（2012 年開催）に向け、各務原市
の実行委員会が 4月 14日に発足しました。
　会場では最初のＰＲ活動として、コーラスグルー
プ「那加二マーガレット」が大会ソング「はばたけ、
未来へ」などを披露。大会キャラクター「ミナモ」
が出席者といっしょに「ミナモ体操」を行いました。
　2年後のぎふ清流国体、各務原市はホッケー、軟
式野球、銃剣道の 3種目の会場となります。今後も、
市のイベントなどを通じて「ミナモ」と一緒に大会
を盛り上げて行きます。　　　　（産業文化センター）

まずは楽器を触って、感じて！
　音楽の街かかみがはらに、市内小学生 70人で構成
されたマーチングバンド「各務野さくらマーチング
バンド」が誕生、その結団式が旧岐阜各務野高校岐
女商校舎で行われました。
　子どもたちは式後に演奏する楽器を決め、３人の
トレーナーから手ほどきを受けながら、さっそく初
練習を行いました。ほとんどが未経験者のため、初
めて手にする楽器にテンションもあがりっぱなし。
　バンドは今後、毎週練習を行い、地域の行事や街
角でのコンサートに出演する予定です。（4月 18日）

いつまでも健康に！
　市では 60歳以上の皆さんを対象とした、トレーニ
ングマシンの講習会を、総合体育館と市民プールで
毎月各 2回開催しています（講習日は毎月 1日号広
報紙に掲載、要申込）。
　受講者 5人に指導員が 1人つくため、受講者の皆
さんからは「気軽に質問でき、わかりやすく丁寧に
教えてもらえるので安心」と評判も上々。
　最近運動不足と感じている 60歳以上の皆さん、ぜ
ひ、講習会に参加して、日ごろの健康、体力づくり
にお役立てください。



　　

広
報
各
務
原　

平
成
22
年
5
月
15
日
号
（
第
１
１
２
９
号
）

市人口 /149,704人〔男 73,978人 女 75,726人〕世帯数 /55,160世帯　（平成22年 4月 1日現在）

小川　楓
かえで

ちゃん　（Ｈ 18．7．26生）

　 　　桜
さくら

ちゃん　（Ｈ 21．3．1生）
　かえでちゃんがいてさくらちゃんが
いる毎日がとてもハッピーだよ。一緒
にたくさん笑おうね（お父さんの政茂
さん、お母さんの優子さん・成清町 6）

陶芸「水さし」
郡
こおり

忠利さん・川島小網町

民ギャラリー市

大
豆
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

退屈しのぎにはじめた陶芸ですが
はじめて 4～ 5年たったころから
自分がイメージしたような作品が

作れるようになり面白くなりました。
他人の評価を気にする方もいますが

私は自分が気に入ればいい。
自分の気に入った作品をつくる

これが私のスタイルです。

佐藤　輝
あき

優
まさ

くん　　（Ｈ 21．4．4生）

　いつも色んな表情を見せてくれる、
あっくん♥新しいこといっぱいの毎
日、楽しもうね☆（お父さんの啓介さ
ん、お母さんの夕貴さん・尾崎西町 2）

編集発行●各務原市役所都市戦略部秘書広報課　住所●504-8555岐阜県各務原市那加桜町１の69
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